
1

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

管理事業　　　　　　　　　　　　　　し尿処理事業 1 枚のうち 枚目

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 平成３０年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

市民ニーズ、社会的役割

不特定多数の方が利用するため、公衆衛生の向上を目的に適正な維持管理
に努めました。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 公衆便所維持管理事業 事業課 高浜神社内公衆便所の維持管理
市が独自に実施し
ている事務

（千円）

87
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割 し尿収集運搬業務については民間業者に委託しており、公共下水道普及により収集戸

数が減少していますが工事現場等の仮設トイレの収集等今後も需要が見込まれます。
また災害時に備えて、継続的な収集体制の確保が必要です。浄化槽の清掃について
は、浄化槽清掃業許可業者が行っていますが、浄化槽が正常に機能するのに必要な定
期的な清掃と適正な維持管理の啓発を浄化槽設置者等へ今後も続ける必要がありま
す。

平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② し尿収集運搬処理事業 事業課
し尿収集計画に基づく2週間に1回の定曜日収集の実施及び浄化槽
清掃汚泥の受入

事業全体が法定
事務

（千円）

33,154
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

建築後43年が経過し、施設の老朽化による空調設備の配管詰りによる水漏れ
が発生するなど早急な改善が必要です。また、し尿及び浄化槽汚泥を下水処
理場で処理するのに必要な投入口や計量室を備えていることから、中長期的
な視点から今後の施設のあり方を検討する必要がります。

平成 30 年度

継続

実施区分

③
事業課業務グループ庁舎

施設管理事業
事業課 事業課業務グループ庁舎の維持管理

事業全体が法定
事務

（千円）

5,675
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課


